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小 泉潟公園の烏類相

船木信一＊

AvifaunaofKoizumiPark,Kanaashi,AkitaCity,AkitaPrefecture

Shin-ichiFunaki

1．はじめに

秋｢Ⅱ市金足にある秋田県立小泉潟公|刺は，貴重

な植物群落を持つことで1987年(II肝Ⅱ62年）に県

から天然記念物指定を受けた女潟（低噸湿原）と，

広いljH放水面を持つ男潟の周囲に整術された公園

で，県民の憩いの場となっている．この公園の鳥

類調査は佐藤(1986)が報告した全域に渡る調査

と船木（2002）が女潟に限って行った洲査がある．

佐藤の調査では，小泉潟公園を一括りとして報告

しているが，今回は小泉潟公園全域を女潟，男潟

女潟周辺り男潟周辺の4つの環境に分けて6年間

に渡って調査したものであり，おおよその鳥類相

が把握できたものと考える．

2．調査地の概要

小泉潟公園は秋田県秋田市の'I'心部から約

15km北に位置し，低層湿原である女潟（約29ha)

と広い開放水面を持つ男潟（約35.6ha)およびそ

の周辺地域をあわせて，約170haのnil積を持つ．

女潟は湿原中央の開放水域を'111むように泥炭部

が浮烏状に広がり，この上にヨシが発達して大群

落を形成している．湿原を取り囲む部分にはヤナ

ギ低木やハンノキが群落を形成している．

男潟はほとんどが開放水面で占められ，ヒシや

ハスなどの浮葉食物が点在しているほか，一部に

ヨシ群落が認められる．周囲にはヤナギⅧ高木が

認められる．

女潟周辺は公園として整備されており，様々な

植物が柚栽されている．レクリエーションゾーン

にはテニスコートやアスレチックコース，広場な

どあわせて43.5haが供されている．鳥類が多く見

られるのは，散策路が整備されているコナラの二

次林で，ほかにスギの二次林等も見られる．

男潟周辺は女潟の周囲と異なり．駐車場のそば
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に散策路が幣備されている程度であり，コナラや

アカマツ，クリ，ヌルデ，スギ，ハリエンジュ，

シンジュなどが見られる．また，人家もすぐそば

まで迫っている．

3．調査方法

調査はいずれも一定のルートを設定したライン

センサス法と定点観察法を併用し，各環境に出現

した鳥種を記録した．ラインセンサス法には主に

8倍の双眼鏡，定点観察法には20倍のフィールド

スコープを使用した．記録には双眼鏡等でl1視し

たものだけでなく，音声で識別可能であった種も

加えてある．また，単に上空を通過しただけのも

のは除外した．

4．調査結果

（1）女潟

表lに示した11種を確認した．繁殖しているも

のはカイツブリやバンなど6種で，うち4種が水

鳥であるが，個体数で圧倒的に優占しているのは

オオヨシキリであり，夏の女潟はそのIN卿りで満た

される．オオヨシキリは近年のヨシの進出に伴い，

その飛来数は増加の一途をたどっている．逆に開

放水面が減少することにより，これを利用するカ

モ類を>l>心とした水鳥の利用が減少している．特

に広々とした水面を好む傾向にあるハクチョウや

特定の水鳥類はすべて男潟を利用している．水面

が結氷する冬期は女潟を利用する種はほとんどな

い．

（2）女潟周辺

表2に示した52種を確認した．うち繁殖が確認

できたものは18種であるが，さらに増える可能性

もある．ヒタキ科のオオルリは河川の中流域近辺

の林で繁殖することが多いが，公園内の人工沼近
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表1女潟で観察される鳥類
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表2女潟周辺で観察される鳥類
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辺で繁殖しているのを確認した．女潟に隣接する

博物館には渡りの途中で衝突して蕊死するものが

多い．この中には，マミジロやキビタキ，メボソ

ムシクイなど普通は都市近郊では見ることができ

ない種類もあった．ユーラシア大陸北部で繁殖し，

日本を通過するコメボソムシクイが毎年のように

訪れるようになっているほか，渡りの時期には長

い尾羽が特徴的なサンコウチョウや河川の上流部

で繁殖するキセキレイなども確認された．

（3）男潟

表3に示したように水鳥を中心に28種を確認し

た．潟の内部で繁殖している11能性のあるものは

カイツブリとカルガモであるが、確認はできなか

った．夏，賑やかな女潟とは対照的に男潟は静か

だが，秋から春にかけての冬期は冬鳥であるハク

チョウ類やカモ類で賑やかになる．特に狩猟が解

禁となる11月1日以降，禁猟区であるﾘ]潟は安息

の場を求めるカモ類がぐんと増える．年によって

差はあるが，女潟に比べて結氷するまでII寺間を要

する男潟は，静かになった女潟を横目にこれら冬

鳥で騒々しくなる．近|嫌の住民によってハクチョ

ウの餌付けが行われているが，これも洲在期間を

延ばしている一因と考えることができる．

（4）男潟周辺

表4に示した31種を確認した．繁殖しているも

のは7種であるがコヨシキリは女潟およびその

周辺には見られず，男潟の周辺でのみ観察された．

これはオオヨシキリより乾燥地を好むコヨシキリ

が男潟の水面からかなり離れたヨシに営巣したこ

とによる．ただし，この営巣は残念ながら6年間

の巾で一度だけであり，ここ数年は繁航していな

い．シジュウカラとコヨシキリを除く5種はいず

れも人家及びその影響を強く受ける場所での営巣

である．

5．考察

4に示した結果はそれぞれの環境ごとに述べた

ものであるが，それぞれの環境は|嫌接する環境と

密接なつながりを持っており、それを力||味すると

女潟と男潟の位置づけが下のように見えてくる．

即ち，女潟およびその周囲が夏烏を中心に，そし

てり)潟及びその周囲が冬鳥を中心に利用されてい

-31-

小泉潟公園の鳥類相

るという対照的な事実である．最短距離で僅か数

mしか離れていない環境でありながら，利用のさ

れ方が全く異なる地域は国内でも稀である．これ

が小泉潟公園全体の鳥類相の最も大きな特徴であ

るといえよう．また，渡りの中継地点として安全

な休息場所を提供しているという意味で，公園の

存在意義は大きく評価されていいように思う・

表5に今回の調査では確認できなかったが，佐

藤(1986)および元令博物館職員らによって小泉潟

公園内で過去に確認された43種を挙げてある．表

中の「金農校舎内」で記録された種類は公園に隣

接する秋ⅡI県立金足農業高等学校の敷地内で確認

されたものであるが，いずれも公園のすぐそばで

あり，公|刺を利用していたであろうことも考えら

れる．これらのうち，繁殖の可能性のあるものは

ほとんどなく，渡りの途中で短期間公園を利川し

たものが大勢を占める．これらの種は今後も確認

される可能性が大であることを付記しておく．ま

た，過去のデータと比較すると,1986以前は公園

内はおろか秋田県内でもあまり見ることができな

かったが，最近ではごく普通に見られるようにな

った種類としてダイサギやコサギなと・シラサギの

ｲtlflj.オオハクチョウ，コハクチョウ，ユリカモ

メ，ミサゴなどが挙げられる．逆に過去に普通に

見られたもので妓近ほとんど見られなくなったも

のとしてヨシゴイ，ヒクイナ，ショウドウツバメ’

ミソサザイ，シロハラなどが挙げられる．

以上のように，小泉潟公園は多くの烏類に利用

されておI)，渡りのルートになっていることから、

今後も確認される種が増えていくことが予想され

る．しかしながら，（特に女潟の）乾燥化や水質

の富栄養化，帰化植物や外来動物の増加など，国

内の水辺で進行する問題は小泉潟でも深刻な問題

を引き起こしており，水生植物や魚類，昆虫類は

すでに絶滅してしまったものがあるほか，多くの

種が絶滅の危機に瀕している．公園内の生態系は

総合的に考えると決していい方向に向かっている

とは言えない状況にある．

6．要約

（1）秋川県立小泉潟公園を女潟，男潟，女潟周

辺地域，男潟周辺地域の4つに分け，6年
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表5過去のデータで確認されている鳥類

’

間に渡って鳥類調査を行った．

（2）女潟およびその周辺地域は夏鳥を中心に渡

りの中継点として利用されている．

（3）男潟およびその周辺地域は冬鳥を中心に渡

りの中継点として利用されている．

（4）隣接する環境の利用のされ方が対照的であ

るという点において，小泉潟公園は鳥類の

生息に関して特異的な環境である．
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